
 令和７年（2025年）７月１日（火）に開催した本協議会では、はじめに、事務局から留

萌管内の特別支援教育の充実に向けた取組等について報告を行いました。その後、今年度の

重点について、名寄市立大学の奥村講師からの情報提供及び構成員による協議を行い、取組

の方向性について確認しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

同日、専門家チーム会議を開催しました。 

 

【留萌管内の課題】 

・今後、全ての教職員が特別支援教育に携わる可能性があることから、全ての幼児児童生徒にとって分

かりやすい授業づくり、必要な支援が行われているかという視点で、授業研究を推進する必要がある。 

・発達検査の希望は依然として多いことから、今後も専門家チーム委員を含め、全ての関係者による

専門性の向上及び人材育成を図る必要がある。 

・全ての学校において取組が充実するよう、引き続き「個別の教育支援計画」の作成と日常的な活

用、見直しが必要である。 

 

【令和７年度（2025年度）の重点】 

重点① 全ての関係者による専門性の一層の向上 

重点② 多様な学びの場における幼少期から就労までの切れ目のない一貫した支援の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点①について 

・「特別支援教育は一部の教職員だけが担うもの

ではなく、全ての子どもの成長を全教職員で支

えるものである」という共通理解のもと、校内

体制の構築を進めるとともに、教職員の専門性

向上に向けた校内研修を実施する必要がある。 

重点②について 

・個別の教育支援計画について、記載内容の具体

性や必要性を常に見直し、詳細に記録を積み重

ねることが非常に重要であることから、学校

間・教職員間で共有しやすい、活用しやすい内

容にする必要がある。 

◆ 各委員からの主な意見 ◆ 
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＜重点①に関わって＞ 
・「専門性とは何か」を明確にし、どのような視点で専門性を高めるかを意識して取り組んでいくこ

とや、「支援の手立てにおける効果の振り返り」も、専門性の重要な構成要素であることから、支
援の PDCA サイクルを教育活動全体の様々な段階で繰り返されながら展開することが重要 

＜重点②に関わって＞ 
・進学や就労に関わる「合理的配慮」をどう実現するか等、「支援はその場限りのものではなく、次

のステップを意識したものであるべき」だという視点を共有し、長期的なビジョンをもちながら
支援する中で、支援の効果を振り返りながら進んでいくことが重要 

 重点①のまとめ  重点②のまとめ 

＜全ての関係者による専門性の一層の向上＞ 

○専門性の一層の向上に向け、専門家等

を講師とし、全ての教員に対する特別

支援教育に関する基本的な知識の習得

を図る機会を設けることや、資格・専門

的技能を有する教員を活用した指導・

支援の充実に努める。 

＜多様な学びの場における幼少期から就労までの切れ目のない一貫した支援の充実＞ 

○本人及び保護者の意見を尊重しつつ、子ど

も一人一人の教育的ニーズと必要な支援の

内容について本人及び保護者、学校等に対

する十分な説明と合意形成による、学びの

場の柔軟な見直しに係る教育相談体制を構

築する。 

会議では、専門性向上に向けた研修会の推進や、巡回相談の効果的な実施及び多様な学びの場にお

ける幼少期から就労までの切れ目のない一貫した支援の充実に向けた「個別の教育支援計画」の様式

や記載内容について交流し、今年度の重点の実現に向けて共通理解を図りました。 

令和７年度（2025年度）特別支援教育総合推進事業 

第１回留萌教育局管内特別支援連携協議会の概要 

★ 今年度、各関係機関が取り組むこと ★ 

協議会の様子 

会議の様子 


